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講 師 中山 将伸 教授 （名古屋工業大学 環境セラミックス分野）

「人工知能AIは蓄電池材料を創成するか？ 可能性と展望」

近い将来の環境・資源・エネルギー問題に対して重要な役
割を担うとされる蓄電池の開発は待ったなしである。その開
発の成否は優れた材料の発見に委ねられており、また開発
の律速にもなっている。

材料の世界では、この１０年間に材料開発のスピードアップ
を目指して、データ科学を活用した材料創成の研究が進めら
れてきた。言い換えれば、人工知能AIが材料を開発するとい
うコンセプトである。本講義では、主に学生を対象としてデー
タ科学を利用した蓄電池材料の開発現状を、我々の研究事
例を題材にして、現状を紹介する。

連絡先 総合理工学研究科 大久保貴志（内線4117）


